様式　工８号の１(次葉)・・・「現場代理人が既に従事している工事に関する事項」
今回受注案件
	（契約番号）　　　　工　　事　　件　　名
	現場代理人氏名

	（　　　　　　　　　）
	


既に従事している工事に関する事項（専任を求められている工事は不可）
	技術者分類
	□ 現場代理人　　　　□ 主任技術者

□ 建設業許可における営業所の専任技術者（この場合、以降の欄は記載不要）

	工事件名
	

	工事場所
	八王子市

	契約金額(税込)
	

	工　　期
	

	発注機関名
	□ 八王子市 　□ その他(                                             )

	発注部署名
	

	監督員氏名
	

	監督員連絡先
	電話番号（　　　　　―　　　　　　―　　　　　　）

	備　　　考
	


「現場代理人及び主任技術者等通知書」で現場代理人の既従事工事欄が「有」の場合提出すること。

(注意事項)
１．現場代理人が他の工事の現場代理人等との兼務が認められる場合

・１件あたりの請負金額が４，０００万円未満（建築一式工事は８，０００万円未満）の建設工事であること。ただし、入札見積条件等に専任を求める特記がある場合は、兼務できない。

・１人の現場代理人が兼務できる工事件数は２件までとする。
・兼務する他の工事の現場は、八王子市内に限る。
２．営業所の専任技術者が既に他の工事の現場代理人等に従事している場合は、当該技術者は現場代理人等をさらに兼務することはできない。
３．現場代理人を兼務する場合の遵守事項

・いずれかの工事現場に駐在すること。

・工事現場を離れる場合は、監督員と必ず連絡がとれる体制を整えること。

・不在となる工事現場においては代わりの責任者を指定し、安全管理等に努めること。また、作業主任者が必要な作業においては必ず配置すること。
４．上記に虚偽の記載があったとき、遵守事項が守られず円滑な工事の遂行が妨げられたときは、指名停止等の措置を行う場合がある。
